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二十世紀の知的精神史の生態を骨太な輪郭で縦横に描く

稲賀繁美
ヽ
、ヽィ
メ
ー
シ
は
い
か
に
し
て
生
ま

れ
、
い
か
に
伝
播
し
、
い
か
に
体

験
さ
れ
る
の
か
。
文
学
研
究
が
文

字
宇
宙
の
生
態
を
把
握
す
べ
き
使

命
を
負
う
な
ら
ば
、
美
術
史
と
い

早ヽ

層

、
ダ

多

２

撃

で
あ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

だ
が
今
日
に
至
る
ま
で
、
西
洋
の

美
術
史
研
究
で
は
、
こ
の
課
題
は

忌
選
さ
れ
回
選
さ
れ
て
き
た
。
な

せ
な
ら
こ
の
課
題
に
正
面
か
ら
取

り
組
む
と
、
収
拾
不
可
能
な
混
乱

を
招
き
い
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら

だ
。
じ
っ
さ
い
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の

異
教
秘
儀
を
解
明
し
よ
う
と
す
る

と
、
古
代
の
亡
霊
が
辺
り
を
跳
梁

す
る
こ
と
に
な
う

そ
の
狂
気
を
体
験
し
た
稀
有
な

人
物
と
し
て
、
近
年
ア
ビ

・
ウ
ア

ー
ル
プ
ル
ク

（
一
八
六
六
―

一
九

二
九
）に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

彼
が
ハ
ン
プ
ル
ク
に
築
い
た
特
異

な
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
本
邦
て

は
山
口
昌
男
の

『
本
の
神
話
学
』

が
つ
と
に
注
目
し
た
。
近
年
で
は

進
藤
英
樹
訳

『
異
教
的
ル
ネ
サ
ン

ス
』
（ち
く
ま
学
芸
文
庫

¨
二
〇

〇
３

ほ
か
、
現
在
、
あ
叢

書

房
よ
り
、
伊
藤
博
明

。
加
藤
哲
弘

編
の
著
作
集
七
巻
の
翻
訳
刊
行
も

進
行
中
だ
。
だ
が
こ
う
し
た
再
評

価
は
逆
の
疑
間
を
招
く
だ
ろ
う
。

い
っ
た
い
な
ぜ
、
彼
の
学
術
的
な

企
て
は
、
従
来
、
正
当
な
評
価
を

得
る
こ
と
な
く
、
ヨ
＝
ロ
ッ
パ
学

術
の
知
性
史
か
ら
葬
り
云
ら
れ
て

き
え
の
か
。
デ
ィ
テ
ィ
“
ユ
ベ
ル

マ
ン
の
大
著
は
、
そ
の
謎
解
き
に

桃
揮
％

だ
が
、
こ
の
作
業
は
尋
常

一
様

で
は
な
い
。ま
す
本
書
の
第

一
部
、

第
二
部
か
ら
は
、
プ
ル
ク
ハ
ル
ト

の

「生
き
た
残
津
」
、
タ
イ
ラ
ー

の

「生
き
残
り
」
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン

の

「表
情
の

一
般
法
則
」
、
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
の

「
感
情
移
入
」
、
ニ

ー
チ
ェ
の

「永
遠
回
帰
」
な
ど
に

至
る
広
範
な
理
論
的
知
見
が
、
ウ

ァ
ー
ル
プ
ル
ク
に
収
厳
し
て
ゆ
く

様
が
再
構
成
さ
れ
る
。
ウ
ァ
ー
ル

ブ
ル
ク
の
営
み
の
う
ち
に
堆
積
し

た
知
的
地
層
と
、
そ
れ
が
蒙
っ
た

槽
曲
や
断
層
の
様
相
が
見
え
て
く

る
。
こ
の
錯
綜
し
た
変
成
作
用
か

ら
ウ
ァ
ー
ル
プ
ル
ク
が
導
き
だ
し

た
も
の
、
そ
れ
が
、
「
古
代
の
残

存

」

あ

る

い

は

死

後

の

生

（Ｚ
器
〓
＆
ｏ
し
、
「情
念
定
型
」

（
，
”
，
ｏ
３
日
ヨ
ｏ
し
、
そ
し
て

「症
状
」
あ
る
い
は
症
候
分
Ч
ヨ
７

６
ヨ
じ

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
と

い
う
健
概
念
だ
っ
た
。
こ
う
し
て

古
代
の
形
象
は
、
情
念
を
宿
し
た

定
型
の
姿
を
と
っ
て
、
亡
霊
よ
ろ

し
く
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
再
来
し
、

病
気
の
症
候
さ
な
が
ら
に
発
現
す

る
こ
と
に
な
る
。

だ
が
ウ
ァ
ー
ル
プ
ル
ク
が
蘇
生

さ
せ
た
は
ず
の
異
形
の
亡
霊
や
怪

物
た
ち
は
、
次
世
代
の
後
継
者
た

ち
に
よ
っ
て
、
悪
魔
祓
い
よ
ろ
し

く
切
り
捨
て
ら
れ
る
。
著
者
は
そ

う
主
張
し
、
こ
の
抑
圧
作
業
の
有

様
を
遠
慮
な
く
摘
出
す
る
。
首
謀

者
と
目
さ
れ
る
の
は
、
「
ア
イ
コ

ノ
ロ
ジ
ー
」
創
始
者
の
パ
ノ
フ
ス

キ
ー
、
「象
徴
形
式
の
哲
学
」
の

カ
ッ
シ
上
７
１
、
そ
し
て
ロ
ン
ド

ン
に
疎
開
し
た

「ウ
ォ
ー
バ
ー
ク

研
究
所
」
の
所
長
と
な
り
、
創
設

者
の

『
知
的
生
涯
』
を
著
し
た
ゴ

ン
フ
リ
ッ
ク
な
ど
。
い
ず
れ
も
ウ

ァ
ー
ル
プ
ル
ク
同
様
に
ド
イ
ツ
語

圏
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
し
て
、
先

駆
者
の
没
後

、
ナ
チ
台
頭
と
と
も

に
英
語
囲
に
亡
命
を
遂
げ
た
鐸
々

た
る
知
の
巨
人
た
ち
。
だ
が
、
か

れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
先
駆
者
の

「名
前
の
な
い
学
問
」
を
、
操
作

可
能
な
道
具
に
切
り
詰
め
た
、
と

著
者
は
断
罪
す
る
。
「
古
代
の
掛

輯

誕

鏃

魏

駄

臨

換
さ
れ
る
。世
界
大
戦
の
危
機
下
、

創
始
者
が
自
ら
に
課
し
た
方
法
論

的
困
難
ゆ
え
に
蒙
っ
た
病
的

「
不

〓

趣
得
墜
ぼ
、
学
術
上
の

憲
ｔ
て
姿
さ
れ
方
管

し
て
の
幻
想
０
絲
神、静
理、学、は
、

藝
術
″
繕
蝦
こ
の
著
者
に
よ
り
、

知、
学
擬
塁
に
住
百
ｃ
れ
た
。
そ

し
て
毒
を
抜
か
れ
た
上
澄
み
が
英

語
圏
の
主
流
学
会
に
流
布
し
て

一

世
を
風
靡
し
、
二
十
世
紀
後
半
の

知
的
環
境
を
主
導
し
て
き
た
一

こ
の
抑
圧
と
昇
華
の
機
構
が
、

同
時
代
の
フ
ロ
イ
ト
に
よ
る
精
神

分
析
理
論
の
彫
琢
と
共
振
し
て
い

た
こ
と
も
、
す
で
に
明
ら
か
だ
ろ

ぅ
．

イ
メ
ー
シ
の
Ｚ
器
〓
ｏ
げ
ｏ
●

す
な
わ
ち
死
後
の
生
、
亡
霊
と
し

て

の
再
来
は
、

「
事
後
性
」

（Ｚ
・３
質
♂
Ｆ
Ｆ
ユ
し
と
し

て
の
ト
ラ
ウ
マ
ギ
営
ヨ
”体
験

の
別
名
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
ク
ロ
イ
ツ
リ
ン
ク
で
の
療

養
期
に
ウ
ァ
ー
ル
プ
ル
ク
が
見
せ

た
症
状
は
、
主
治
医
だ
っ
た
ビ
ン

ス
ワ
ン
ガ
ー
の

「現
存
在
会
蒸
躍

に

「観
念
逃
走
」
の
不
可
欠
の
症

例
を
提
供
す
る
。
療
養
所
内
で

一

九
二
三
年
四
月
二
一
日
に
な
さ
れ

た
講
演
の
お
り
、
ウ
ァ
ー
ル
プ
ル

ク
は
北
ア
メ
リ
カ
先
住
民
ホ
ピ
の

蛇
経
矛
に
、
ゲ
⊥
‘
箪
燎
動
さ
せ

た

《
ラ
オ
コ
ー
ン
》
像
を
解
釈
す

る
糸
口
を
見
出
す
。
（
ヴ
ァ
ー
ル

プ
ル
ク
は
ホ
ピ
族
を

一
八
九
六
年

に
訪
れ
た
が
、
雨
乞
い
の
蛇
儀
礼

を
待
た
ず
に
帰
国
し
て
い
る
）
。

致
死
の
危
険
を
目
し
て
蛇
と

一

体
化
す
る
儀
礼
に
宿
る
表
情

（＞
“
∽
ａ
ａ
ｏ
澪
）
。
そ
れ
は
、
変

形
や
歪
曲
作
用
を
受
け
つ
つ
も
昇

降
電

藤

澤

渭

婆

鳴

と
し
て
発
現
す
る
。
そ
し
て
十
六

世
紀
初
頭
に
再
発
見
さ
れ
た
こ
の

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
の
影
像
の
模
刻
に

刻
印

ご
【ど
ｏ
し

さ
れ
た
、
悲

劇
的
情
念
の
文
化
的
原
初
性
を
納

得
さ
せ
る
。
「
原

“
興
奮
の
感
覚

的
記
憶
痕
跡
」
。
同
様
に
、
古
代

の
石
棺
に
浮
彫
さ
れ
た
踊
る
ニ
ン

フ
が
そ
の
頭
上
の
籠
に
載
せ
る
果

物
の
供
物
は
、
ユ
ー
デ
イ
ッ
ト
が

抱
く
ホ
ロ
フ
ェ
ル
ネ
ス
の
首
や
サ

ロ
メ
が
監
に
受
け
る
洗
礼
者
ヨ
ハ

ネ
の
生
首
に
も
変
貌
し
う
る
。
風

に
そ
よ
ぐ
ニ
ン
フ
の
頭
髪
は
ポ
ッ

テ
ィ
チ
ェ
ル
リ
の
ウ
ィ
ー
ナ
ス
の

髪
に
も
転
生
す
れ
ば
、
ベ
ル
ト
ル

ド
・デ
ィ

。ジ
ョ
ウ
ァ
ン
ニ
の

《
礫

刑
図
》
で
は
、
絶
望
の
あ
ま
リ
マ

ク
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
が
引
き
ち
ぎ
る

髪
に
も
変
容
す
る
。
踊
る
形
象
は
、

古
代
の
石
棺
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、

中
世
以
来
の
地
層
に
沈
ん
で
変
幻
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塵
在
な
圧
縮
と
鵬
換
を
蒙

っ
た

末
、
こ
う
し
て
ふ
い
に
化
石
よ
ろ

し
く
文
化
の
表
層
意
識
に
浮
上
す

る
。
凝
集
し
て
は
解
体
す
る
イ
メ

ー
ジ
群
は
、
憑
依
状
態
の
激
情
の

振
幅
と
亀
裂
と
を
保
持
し
た
ま

ま
、
時
代
や
文
化
を
超
え
て

「情

念
定
型
」
と
し
て
浮
遊
し
、
反
復

強
迫

（
く

お
０
１
げ
２
ｃ
●
”
マ

Ｎ
モ
餞
“
）
さ
な
が
ら
に
観
察
者

に
取
り
憑
く
。
こ
の
観
察
者

“
偏

執
症
患
者
は
、
文
化
の
地
殻
変
動

に
共
振
す
る
地
震
計
と
化
し
、
観

念
に
よ
る
固
定
か
ら

「逃
走
」
す

る
奔
放
な
イ
メ
ー
ジ
の
誘
惑
に
翻

弄
さ
れ
る
。

名
づ
け
得
な
い
イ
メ
ー
ジ
の
跳

梁
に
幻
惑
さ
れ
、
精
神
の
激
震
と

断
片
化
を
経
験
す
る
ズ

格
分
審

の
危
機
。
そ
れ
を
代
価
に
ウ
ァ
ー

ル
ブ
ル
ク
は
、
精
神
的
力
動
性
を

発
現
さ
せ
る
た
め
の
余
地

＝

「遊

び
」
を
確
保
す
る
化
身
、
霊
媒
と

な
る
。
そ
の
通
路
日
間
隙
を
ぬ
っ

て
、
無
意
識
的
記
憶
は
可
塑
的
な

形
態
を
纏
・■

こ
う
し
て
ウ
ァ
ー

ル
プ
ル
ク
は
造
形
作
品
形
成
の
心

的
機
構
に
、
自
ら
の
精
神
を

「感

情
移
入
」
（ロ
ヨ
ュ
〓
“
コ
”
）
し

、

そ
れ
と

「即
融
」
し
、
想
依
さ
れ

る
。
こ
こ
で
す
で
に
ヴ
ァ
ー
ル
プ

ル
ク
の
「文
化
科
学
」
の
意
図
は
、

イ
メ
ー
ジ
が
何
を

「表
敏
」
し
て

い
る
か
を
探
究
す
る
、
パ
ノ
フ
ス

キ
ー
流
ア
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
の

「意

味
」
の

「謎
解
き
」
と
は
袂
を
分

か
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
霊
媒
は
、

無
意
識
の
過
去
へ
の
潜
行
の
た
び

に
、
心
的
残
滓
が
形
態
へ
と
懐
胎

（聟
，
”
口
ｏ
つ
じ
し
、
受
肉
（く
ｑ
容

。
日
ｏ
コ
諄
¨
）
し
て
生
き
返
り

（
曽
貯
「降
３
８
）
、
生
ま
れ
変

わ
る
、
無
限
の
変
容
と
い
う
謎
に

立
ち
会
う
の
だ
か
ら
。

こ
の
魔
術
は
ま
る
で
、
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
の

『
ア
ン
ペ
ス
ト
』
を

思

〓

、」薯

苺

言

。
そ

の
第
一
幕
‘
不
可
視
の
妖
精
の
エ

ア
リ
エ
ル
は
フ
プ
ー
デ
ィ
ナ
ン
ド

に
む
か
っ
て
こ
う
歌
う
。
海
に
没

し
た
汝
の
父
の
屍
の
眼
球
は
、
海

底
の
珊
瑚
礁
の
あ
い
ま
で
い
つ
知

れ
ず
真
珠
と
化
す
、
と
。
ヴ
ヮ
ー

ル
プ
ル
ク
に
謎
を
探
す

「真
珠
採

り
」
の
姿
を
見
る
着
想
。

一
見
突

飛
な
比
喩
だ
が
、
こ
れ
は
ハ
ン
ナ

・
ア
ー
レ
ン
ト
の
ヴ
ァ
ル
タ
ー

・

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
追
悼
文
に
霊
感
を
受

け
て
、
著
者
が
召
喚
し
た
台
詞
だ

っ
た
。

ヴ
ァ
ー
ル
プ
ル
ク
が
ベ
ル

・
ウ

ュ
療
養
所
退
院
後
の
晩
年
に
構
想

し
た

『ム
ネ
モ
シ
ュ
ネ
』
ア
ト
ラ

ス
と
は
、
そ
う
し
た
謎
が
形
作
る

図
像
の
着
脱
可
能
な
可
変
的
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
、
東
の
間
の

「星
塵

で
あ
り
、
蘇
生
し
た
生
霊
た
ち
の

記
憶
の
集
合
的
錯
綜
だ
。
「残
存

す
る
イ
メ
一
ジ
早
ゆ
離

・
合
集
散
の

う
ち
に
描
く
そ
の

「
終
わ
り
な
き

遊
戯
」
は
ｒ
ヴ
ァ
■
ル
プ
ル
ク
晩

年
の

（定
義
か
ら
し
て
）
形
を
な

さ
ぬ
覚
書
の

「思
考
の
閃
光
」
の

な
か
に
、
」
趣
懸
ら
し
だ
す
―
―

凛
椰
合
失
諦
症
い
と
呼
ば
れ
る
症

響

早
擦
れる
非
“
自
己
の
分
裂

状
態
、
「狂
気
」
こ
そ
が
、
文
化

と
い
う
抑
圧
¨
昇
率
の
底
流
に
潜

ん
で
淀
み
流
れ
る
、
無
意
識
的
記

憶
の
原
風
景

・
〈
原

＝
現
敏
〉
に

ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
亀

近
代
コ
ー
ロ
ゾ
パ
知
性
史
が
、

驚

あ
晶

焉

曙

免

と

す
ゑ

き

、
犠
糟

〓

婦

な
か
っ
た
代
価
を
、
捨
て
去
ら
れ

た
残
余
と
し
て
浮
彫
り
に
し
た
本

書
。
そ
れ
は
、　
一
個
の

「狂
気
の

思
考
」
の
心
的
症
候
を
見
届
け
る

こ
と
を
通
し
て
、
知
性
の
歴
史
が

準
む
病
理
そ
の
も
の
を
二
重
写
し

幅

亮

ｔ

寒

２

、
長

―
ジ
の
残
余
と
再
来
の
振
る
舞
い

を
解
釈
す
る
ウ
ァ
ー
ル
プ
ル
ク
の

姿
と
、
そ
の
ヴ
ァ
ー
ル
プ
ル
ク
の

営
み
が
い
っ
た
ん
検
閲
さ
れ
な
が

ら
も
、抑
圧
の
な
か
を
生
き
残
り
、

や
が
て
亡
霊
と
し
て
再
来
す
る
に

至
っ
た
軌
跡
と
が
、
異
な
る
次
元

で
意
図
的
に
反
復
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
二
重
蕉
点
の
楕
円
回
帰
を
描

き
き
っ
た
著
者
の
衛
力
の
ほ
ど
は

疑
い
な
い
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
豊
観
な
こ
の

著
者
に
と
っ
て
も
集
大
成
の
主
著

と
い
っ
て
よ
い

『残
存
す
る
イ
メ

ー
ジ
』
（原
著
二
〇
〇
二
）
は
、

著
者
の
先
達
に
対
す
る
果
断
な
る

決
算
的
評
定
で
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ

解
釈
学
に
お
け
る
方
法
序
説
に
し

て
そ
の
文
化
史
構
想
の
具
体
的
実

践
で
あ
り
、
実
証
主
義
的
な
編
年

史
に
対
す
る
破
産
宣
言
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
著
者
個
人
の
知
的
遍
歴

を
圧
縮
し
た
精
神
現
象
学
で
も
あ

る
。
そ
の
膨
大
な
読
書
に
は
木
村

敏
の
論
考
も
含
ま
れ
る
が
、
い
ま

や
圧
倒
的
な
博
識
と
、
間
然
と
し

な
い
論
証
に
よ
る
雄
勁
な
筆
力
、

対
比
列
伝
に
倣
っ
た
簡
潔
な
構
成

か
ら
巧
み
な
補
助
線
を
引
い
て
問

題
を
洗
い
出
す
構
築
力
は
、
容
易

に
侮
り
難
い
。
近
年
凋
落
を
云
々

さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
界
に
あ

っ
て
、
ル
イ

・
マ
フ
ン
、
ユ
ベ
ー

ル

・
ダ
ミ
ッ
シ
ュ
、
ダ
ニ
エ
ル

・

ア
フ
ッ
ス
ら
を
擁
し
た
社
会
科
学

高
等
研
究
院
か
ら
、
次
世
代
を
代

表
し
て
遜
色
な
い
書
き
手
が
出
現

し
て
活
躍
す
る
様
子
に
は
、
些
か

羨
望
も
禁
じ
え
な
い
。

そ
の
沿
潤
と
し
て
明
晰
闊
達
な

仏
語
原
文
は
、
し
か
し
日
本
語
に

移
す
の
は
け
っ
し
て
容
易
で
は
な

い
。
難
渋
を
極
め
る
作
業
と
は
い

え
、
苦
心
の
推
敲
に
よ
り
、
こ
こ

ま
で
読
み
や
す
い
訳
文
を
提
供
さ

れ
た
訳
者
の
、
質
量
と
も
に
尋
常

な
ら
ざ
る
努
力
を
多
と
し
た
い
。

訳
の
細
部
に
議
論
の
余
地
は
残
る

が
、
全
体
を
通
じ
て
解
釈
に
致
命

的
な
誤
訳
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し

ろ
疑
間
が
生
し
た
場
合
に
は
原
文

に
当
た
り
、
著
者
に
直
接
異
論
を

ぶ
つ
け
、
脱
落
し
た
補
助
線
を
さ

ら
に
提
起
し
て
全
体
の
星
座
を
変

貌
さ
せ
る
努
力
が
、
読
者
に
も
要

請
さ
れ
よ
乳̈

原
著
者
は
独
語
に

関
し
て
は
永
遠
の
初
心
者
だ
と
謙

遜
す
る
。
だ
が
、
本
文
中
に
提
供

さ
れ
た
独
語
原
文
の
併
記
が
理
解

に
稗
益
す
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。

解
説
を
寄
せ
ら
れ
た
田
中
純
氏

の
名
著

『
記
憶
の
迷
宮
』
公
一〇

〇

一
）
は
本
書
の
欠
落
を
補
っ
て

余
り
あ
る
・ｋ
中
丼
久
夫
氏
の
『
兆

候

・
記
憶

。
外
傷
』
公
一〇
〇
四
）

を
本
書
と
併
読
す
る
知
的
愉
悦

は
、
日
下
の
と
こ
ろ
日
本
語
読
者

な
ら
で
は
の
特
権
だ
ろ
う
。
本
書

の
日
本
語
訳
の
出
現
な
ど
夢
想
も

し
て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
、
原
書

に
は
な
い
人
名
索
引
を
整
え
、
写

真
の
選
定
に
も
原
書
に
勝
る
配
慮

を
加
え
、
困
難
な
企
画
を
完
遂
に

導
い
た
編
集
の
松
井
純
氏
に
も
、

婦
署
の
ひ
と
り
と
し
て
謝
意
笙
衣

し
た
い
。
な
お
、
著
者
の
先
行
す

る

『
イ
メ
ー
ジ
を
前
に
』
（
一
九

九
〇
）
『
時
間
を
前
に
』
公
一〇
〇

〇
）
に
関
し
て
も
、
巻
末
に
訳
者

に
よ
る
簡
潔
な
案
内
が
あ
る
。
と

は
い
え
西
洋
美
術
史
学
の
起
源
や

図
像
抑
圧
を
め
ぐ
る
議
論
に
不
案

内
な
読
者
は
、
第
二
部
よ
り
読
み

始
め
る
の
も
、

璽
恥

うヽ
つ
。
巻

末
ま
で
著
者
の
知
的
妙
技
を
増
能

し
、　
一
服
の
後
、
改
め
て
第

一
部

に
戻
れ
ば
、
冒
頭
の
議
論
の
意
図

も
、
改
め
て
腑
に
落
ち
よ
う
。

二
十
世
紀
の
知
的
精
神
史
の
生

態
を
、
膨
大
か
つ
周
到
な
論
証
に

よ
り
、
些
か
の
遺
さ
，
奪
や
に

骨
大
な
輪
郭
で
縦
横
に
描
い
て
み

せ
た
本
書
は
、
そ
の
個
々
の
解
釈

の
当
不
ヨ
合
め
、
Ｚ
フ
ン
ス
證
圏

で
の
ド
イ
ツ
思
想
咀
嘔
の
様
相
を

集
約
し
、
今
後
大
き
な
影
響
力
を

発
揮
す
る
著
作
だ
ろ
う
。
た
し
か

に
ウ
ァ
ー
ル
プ
ル
ク
の
療
養
期
の

実
態
や
、
『
ム
ネ
モ
シ

ュ
ネ
』
ア

ト
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
解
釈
に
関
し

て
は
、
分
析
が
典
型
提
示
に
限
定

さ
れ
て
い
て
、
な
お
具
体
的
検
討

に
食
い
足
ら
な
い
印
象
を
抱
く
読

者
が
あ
る
や
も
知
れ
ぬ
。
だ
が
本

書
を
通
罰
す
れ
ば
、
著
者
が
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
パ
タ
イ
ユ
に
寄
り
添
っ

て

『
形
を
な
さ
ぬ
類
似
』
（
一
九

九
五
）
に
悦
ば
し
き
視
覚
知
を
見

出
し
、
ポ
ン
ピ
ド
ー

・
セ
ン
タ
ー

で

『
刻
印
』
（
一
九
九
九
）
を
め

ぐ
る
展
覧
会
を
組
織
し
た
意
図

も
、
は
た
ま
た

『
ニ
ン
フ
ァ
・
モ

デ
ル
ナ
』
分
一〇
〇
二
）
で
、
衣

服
が
人
体
と
環
境
と
の
臨
界
に
描

く
波
紋
、
や
が
て
打
ち
捨
て
ら
れ

る
布
切
れ
の
姜
が
作
る
存
在

”
形

態
の

「過
渡
性
」
に
注
目
．し

た
理

申
象

お
の
ず
と
早
え
て
こ
よ
亀

同
世
代
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ

。
エ
ル
キ

ン
ス

『
身
体
の
画
像
』
『
イ
メ
ー

ジ
の
領
分
』
（と
も
に

一
九
九
ι

や
ダ
リ
オ

・
ガ
ン
ポ
ー
ニ

『潜
在

的
イ
メ
ー
ジ
』
含
一〇
〇
一
し
、
あ

る
い
は
赤
間
啓
之

『
デ
ッ
サ
ン
す

る
身
体
』
含
一〇
〇
三
）
と
の
対

決
も
、
今
後
注
目
に
値
し
よ
う
。

ま
た
『
イ
メ
ー
ジ
　
是
が
非
で
も
』

公
一〇
〇
四
）
は
、
ク
ロ
ー
ド

・

ラ
ン
ス
マ
ン
の

『
シ
ョ
ア
』
を
契

機
に
、
ア
ウ
シ
ュ
ウ
ィ
ッ
ツ
の
表

敏
可
能
性
を
め
ぐ

っ
て
発
生
し

た
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の

擬
似
神
学
的
論
争
を
背
景
と
し
て

生
れ
落
ち
た
著
作
だ
が
、
四
方
田

犬
彦

『
映
画
と
表
敏
不
可
能
性
』

公
一〇
〇
一一）

と
切
り
結
ぶ
問
題

意
識
も
鮮
明
だ
。
こ
れ
ら
の
論
者

を

一
堂
に
集
め
て
議
論
を
開
わ
す

夢
の
饗
宴
が
実
現
す
る
な
ら
ば
、

こ
れ
に
勝
る
贅
沢
は
あ
る
ま
い
。

（美
術
史

。
文
化
交
渉
史
／
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授
）
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